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In this study, in order to obtain the basic data related to community development and conservation of green 
space in the city with a topographical features, you have to understand the features from the topographical 
conditions and evolution of green space. As a result of the extraction of the green from the satellite images of 
several years, green was reduced in all cities. In addition, as a result of grasping the characteristics of urban green 
with terrain parameters, we find the following. In Yokosuka, There was much green space at low altitude and a 
gentle slope. In Shimonoseki, green space exists to the spot where the altitude is high and the slope is steep. In 
Nagasaki, There was much green space at a flat place and large undulation. It is considered that to understand the 
cause from policies, laws, and historical aspects is important in the future. 
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１． はじめに 
近年，少子高齢化による人口減少が問題となっており，
それに伴う適切な規模での都市の縮小が求められている．
都市計画でもスマートシュリンクといった概念が用いら
れ，人口減少を前提としたまちづくりが行われている．そ
んな中，我が国の緑地は戦後から急速な開発により減少ま
たは分断化が起こっている．しかし，都市内緑地は環境や
景観などに対して重要な役割を持っており，今後はまちづ
くりと連携し，都市規模の縮小に伴った保全方法を探る必
要がある． 
また，我が国では 1990 年以降，都市緑化などの植生回
復活動が行われている．環境省では，2005 年に京都議定
書が発効されてから毎年，気候変動に関する国際連合枠組
み条約事務局に補足情報 1）を提出している．同情報では
1990 年 1 月 1 日以降に当該活動の実施を示す情報が記載
されており，植生回復の基準年として捉えている．しかし
ながら，地方都市では都市圏と比べ，自然環境が多く残っ
ているものの，人口減少による空洞化により，多くの緑地
が手つかずの状態であると考えられる．特に斜面を多く保
有しているなどの地形的に特徴のある都市では，見晴らし
の良さや街並みが歴史的に貴重な資産と捉えられている
が，居住環境にばかり関心が向けられ，都市内の植生の状
況などについて把握した研究は少なく，緑地の資料を蓄積
していく必要がある． 
斜面に存在する緑地は，都市の緑の背景を形成するだけ
でなく，斜面崩壊の防止といったさまざまな機能を担って
いる．そのため，治山治水など自然資源の保全と防災に配
慮した適正な管理保全体制の整備が望まれており，斜面地
では特に緑地との連携が図られたまちづくりの取組が求
められている．そこで，緑地の有無だけでなく，地形的条
件を考慮したデータの作成は，特に斜面都市において緑地
保全に関わるまちづくりの基礎資料として寄与できると
考えられる． 
しかし従来の研究では，緑地や地形といった自然インフ
ラは独立したものと捉えられており，その相互の関係を把
握したものはない．都市における緑地を把握する手法とし
ては，衛星画像を用いた研究が多く行われている．世界規
模のデータを無償で取得可能である Landsat 衛星画像は，
撮影時期も複数年分蓄積されていることから，松江らの研
究 2）でその活用について言及されている．また，地形的条
件を把握する手法としては，DEM（Digital Elevation 
Model）が多く用いられている．近年では，平成 24年 3月
に国土地理院が全国規模で 5ｍメッシュ標高データの提供
を開始しており，より詳細な DEMデータが作成可能とな
ったことで今後の活用が期待されている． 
そこで本研究では，斜面などの地形的に特徴のある都市
を対象として，多時期の衛星画像を用いて緑地の変遷を把
握する．そして，DEM データを用いて地形的条件との関
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 係から対象都市内に存在する緑地の特徴を把握すること
で，今後の緑地保全とまちづくりにおける資料として寄与
することのできる知見を得ることを目的とする． 
 
２． 本研究の位置づけ 
斜面都市に関しての既往研究はその特異な地形から居
住地としての持続可能性評価を行った金の研究 3）や斜面
市街地整備計画策定に関する杉山らの研究 4），斜面整備に
積極的に取り組んでいる斜面都市連絡協議会を対象とし
て人口や人口密度から各都市の比較を行った天野らの研
究 5）がある．天野らの研究ではより多くの住環境における
指標を収集，分析していくことを課題と挙げており，都市
景観や防災機能といった側面を持つ緑地もその一つと考
えられる．そこで本研究では斜面などの特異な地形を多く
保有する都市における緑地の特徴を把握する． 
斜面に存在する緑地に関しては，釜山の集合住宅を対象
に CVM（仮想評価法）を用いて斜面緑地がどのような価
値を創出しているかについての金らの研究 6）や市街地内
における斜面緑地の保全に関する金子の研究 7）がある．特
に，金子の研究では都市開発の進んでいた昭和 55年と 60
年の横浜市における斜面緑地の推移を把握しているが都
市開発前後の緑地の比較を目的としているため，昭和以降
の緑地推移を把握していない．そこで本研究では，国際的
にも植生回復に関する動きが増えてきた 1990 年以降の緑
地推移を把握する． 
地形的条件を考慮した研究は微地形に着目した商店の
立地を分析した羽賀らの研究 8）などあるが，緑地との関係
性に着目したものはない．本研究では地形的条件から緑地
の特徴を把握する． 
 
３． 対象地域の選定 
本研究で対象とする都市は全国斜面都市連絡協議会（以
下略：協議会）に加盟している 12都市の中から横須賀市，
下関市，長崎市の 3都市とした．協議会では市街地が斜面
にあり，斜面における整備手法や顕在している課題に対し
て特に意識の高い都市により構成されている．設立は
1991 年であり，年 1 回加入都市の持ち回りで協議会が開
催されている．協議会に着目した理由としては，斜面とい
った地形的条件が確かに存在しており，その整備について
積極的に活動を行っている都市であれば，斜面に存在する
緑地などにも関心が高く，地形的条件と緑地の関係性をよ
り把握できると考えた． 
また，3都市を選定した理由としては，緑地は市街化区
域の拡大とともに減少してきたと考えられる．そこで緑地
の変遷をより把握できると考えられる市街化区域面積の
大きい上位 6都市を抽出した．さらにその中から，人口や
DIDといった都市規模のよる差が著しく，特徴を把握しづ
らくなるため政令指定都市は除外した．また，北海道函館
市に関しても衛星画像の約 2割が欠損しており，正確に緑
地を抽出できなかったため除外した．全国斜面都市におけ
る都市計画区域面積と分類を表 1に示し，対象とする都市
は赤枠で囲った． 
 本研究における緑地データは，各都市 1990 年前後から
3 年ずつの Landsat 衛星画像を取得し，作成した．また，
地形的条件を把握するために国土地理院が提供している
基盤地図情報数値標高モデルから DEM データを作成し，
それを基に地形パラメータを作成した．表 2に本研究の対
象都市における衛星画像と国土地理院提供の DEM データ
の概要を示した． 
その他にも各都市の行政界を国土数値情報提供の H23
行政区域データ，市街化区域面積等は H23 都市地域データ
をそれぞれ用いた． 
 
表 1 全国斜面都市連絡協議会加盟都市の概要 
 
 
表 2 対象地域衛星画像及び地形データ 
 
 
４． 研究方法 
（1）各都市の緑地と増減箇所の抽出方法 
 本研究では，緑地の抽出に正規化植生指数（NDVI）を用
いた．NDVI は衛星画像のバンドを複数用いて算出するこ
とが可能で，植物の葉が赤色光（RED）を吸収し，近赤外
域電磁波（NIR）を強く反射する性質を利用した指数であ
る．算定式は（1）であり，値は-1～+1までの範囲の取る． 
 
NDVI =
𝑁𝐼𝑅 − 𝑅𝐸𝐷
𝑁𝐼𝑅 + 𝑅𝐸𝐷
 
 
また，データ取得時の環境条件変化による衛星画像のデジ
タルナンバー(DN)値に違いが生じるため，NDVIを用いる
際の植生と非植生との閾値については，トゥルーイメージ
上で判断出来る植生(木本・草本)，非植生(市街地・裸地)に
市街化 市街化調整 合計
北九州市 福岡 20,435 28,430 48,865 政令指定都市
神戸市 兵庫 20,365 34,972 55,337 政令指定都市
横須賀市 神奈川 6,623 3,448 10,071 中核市
長崎市 長崎 6,518 18,081 24,599 中核市
函館市 北海道 4,788 9,530 14,318 中核市
下関市 山口 5,635 16,807 22,442 中核市
佐世保市 長崎 4,464 19,512 23,976 特例市
呉市 広島 3,575 11,047 14,622 特例市
小樽市 北海道 3,848 9,125 12,973 -
別府市 大分 2,817 5,769 8,586 -
尾道市 広島 2,008 5,378 7,387 -
熱海市 静岡 ―　 ―　 6,160 -
都市計画区域
分類
面積（ha）
都市名 県名
都市名 DATE SENSOR DEMデータ
1993/5/21 TM
2000/11/8 ETM+
2006/11/9 ETM+
1993/5/15 TM
2001/5/13 ETM+
2007/10/21 ETM+
1993/5/15 TM
2001/5/13 ETM+
2007/10/21 ETM+
5mメッシュ
10mメッシュ
5mメッシュ
下関市
横須賀市
長崎市
（1） 
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 ついて各 20 箇所のトレーニングテータを取得し，土地被
覆ごとの NDVI平均値を算出することで閾値を決定し，分
類した．次に植生と非植生に分類した NDVI画像をトゥル
ーイメージで抽出し，最尤法による教師付分類を行った．
結果として抽出された植生のみを緑地とした（図 1）． 
 
 
図 1 衛星画像を用いた土地被覆分類イメージ 
 
衛星画像から緑地を抽出した際，季節的な影響が農地
で見られたため，国土数値情報による H23農業地域デー
タを用いて農業地域及び農用地区域を除外した．また，
市街化区域においては緑地の変化が顕著であると考えら
れる．そのため，各都市で a）行政界から農行地域を除
外した場合と b)市街化区域内の 2つのパターンについて
緑被率を算出した．緑被率は抽出した緑地面積を a）農
業地域を除外した行政界の面積で，b）市街化区域面積で
割った値である． 
 また，各都市における緑地の変遷を把握するために，3
つの年の緑地データをそれぞれ重ね合わせ，緑地が増加し
ている箇所と減少している箇所を抽出した． 
（2）地形パラメータと緑地の重ね合わせ 
都市内に存在する緑地の特徴を地形的条件から把握す
るため，抽出した緑地を地形パラメータと重ね合わせた．
本研究で用いる地形パラメータは，地形工学における基 
本的なパラメータとした．地形工学における地理情報とし
て最も基本的なものは，DEM データから作成できる標高
（m），傾斜度（°），方位角，起伏度（m），曲率が挙げ
られる 7）．また，これらのパラメータからは読み取ること
のできない地表面のでこぼこを把握する SS 値を追加した．
SS 値は地表面の特徴の変化であるでこぼこに着目したパ
ラメータで，沼田らの研究 10）によって開発された．SS値
は実測調査により値ごとに実態と状況が分類されている
（表 3）． 
 
表 3 SS値による実態調査と状況表現 10） 
 
 
以上より，SS 値を含めた地形的条件を把握するため用
いた地形パラメータの概要を表 4に示した．これら 6つの
地形パラメータと取得した衛星画像から抽出した a）最新
年における緑地と b）変遷を把握するために作成した緑地
の増減箇所とを重ね合わせる．a）ではどのような地形的条
件のある緑地が都市内に存在しているか，b）ではどのよ
うな地形的条件のある緑地が増加または減少しているか
を把握する． 
 
５． 結果と考察 
（1）緑地の変遷 
a）3時期による抽出結果 
各都市 3つの年による緑地の抽出から緑被率を算出
し，その結果を表 5に示した．また，抽出結果の例とし
て図 2に 2006年における横須賀市の緑地と 2000-2006
年の増科箇所及び減少箇所を示した． 
三都市の中で最も新しい年における緑被率を見てみる
と，下関が最も大きく 61％が緑地となっていた．次いで
長崎 58％となっており，横須賀が最も小さく 42％が緑地
となっていた． 
また，前年比及び前々年比を算出し，緑地の変遷を見
たところ，全都市で減少傾向が見られた．特に下関にお
いて 
SS値
(°/m)
実態 状況表現
～30 傾斜が変わらないか平坦であるかで、凸凹を感じない 平坦
30～50 地表面の何らかの微小な変化を目視で確認できる程度
わずかに
凸凹
50～60 地表面が緩やかなカーブを描いていることを認識する
緩やかな
凸凹
60～70
平坦な場所から傾斜が始まる。坂道などが始まると感じ
る場所
はっきりと
した凸凹
70～80 一段、高さが変わる場所や数段階段で越えるような凸凹 きつい凸凹
80～
平坦な場所から壁のように敷地が上がるほどの凸凹があ
る場所
凸凹すぎる
表 4 地形パラメータの概要 
大 ⇔ 小
ｍeter 基準面から測ったある地点までの垂直距離。 高い 低い
degree
傾斜の度合いを示す。本研究においては特定のセルの値と、その隣接セルの値とを比較したときの
最大変化率を算出し傾斜角としている。
急 緩やか
8方位
傾斜面に適合する平面の方向を示す。斜面の日射量や乾燥などの土壌条件を判読することができ
る。本研究では東西南北だけでなく8方位に分類した。
meter
起伏量とは、ある特定地域の地形の起伏の大きさを表すもので、その地域の地形の開析の度合い、
すなわち、山地が浸食をうけて高低差ができている程度を示す指標となるものである。
大きい 小さい
ー
斜面の凹凸を把握するために用いられる。曲面上のある点を通るすべての測地線を考え、その測地
線の曲率の最大値と最小値の平均として定義される。
+
凹型
0
平面
-
凸型
degree/meter
（sp）
傾斜度（°）の変化割合を表す指標。傾斜角の大きさに関わらず、変化の有無と大きさによって値
が算出されるため凸凹の存在を表現する事ができる。既往研究では単位をSS値ポイント＝spと定
めていた。
傾斜方向 ー
起伏量
凹凸度
(平均曲率)
SS値
※別表4にて数値による
　分類を示した
地形
パラメータ名
単位 説明
数値による表現
標高
傾斜角
（勾配）
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 表 5 各都市における緑比率（農業地域除外） 
 
 
 
図 2 緑地及び増減箇所の抽出結果（横須賀市） 
 
最も減少しており，1987 年～2005 年において約 6％の減
少が見られた．横須賀は三都市の中で緑地の減少が少なく，
0.09％となっており，1993 年と 2006 年ではほぼ同じ値で
あった． 
b）市街化区域内における緑被率の変遷 
 市街化区域内における緑被率の算出結果を表 6 に示し
た．横須賀が a）とは逆に緑被率が 24％と最も大きくなっ
ており，下関が 12％と最も小さくなっていた．  
前年差及び前々年差を算出したところ，市街区域内で
も同様に全都市で緑地が減少傾向となっていた． 
特に下関では 1987年から緑地面積が約半分となってお
り顕著であった．また，各都市の緑地規模面積の推移を
表 7に示した．すべての都市で最大規模の緑地が年を経
るにつれてなくなっていることから緑地の規模が縮小し
ていることが示唆された． 
（2）地形的条件との重ね合わせによる緑地の特徴 
a）各都市の最新年を基にした地形的条件と緑地の関係 
各都市の緑地と地形パラメータの重ね合わせ結果の一
部を例として図 3，4，5に示した．例では各都市の緑地
を標高別に示したが，同様に本研究で用いた地形パラメ
ータすべてで緑地との重ね合わせた図を作成した． 
また，一例として横須賀市の標高別緑地割合を図 6に示
したが，都市ごとでは特徴を把握しづらかったため，農
地を除外した場合及び市街化区域内別に全都市の地形パ
ラメータ別に緑地割合の最大値と最頻値を表 9で示し
た． 
最大値とは，緑地が存在する地形パラメータにおいて最 
表 6 市街化区域内における緑比率 
 
 
表 7 市街化区域の緑地規模面積別推移 
 
 
大の値を，最頻値は緑地の割合が最も大きい地形パラメー
タの値を表した． 
表8において背景が赤くなっているものは三都市の中で
最も大きな値であり，青くなっているものは最も小さい値
を示している．条件に当てはまらないもの及び三都市とも
同じ値だった場合は色を付けていない． 
農業地域を除外した場合では，横須賀の SS 値において最
大値，最頻値ともに三都市の中で最も大きくなっており，
その他の値については比較的に値が小さくなっていた．そ
のため，標高が低く，でこぼこな箇所に緑地が多く存在し
ていることが示唆された． 
 下関市では，標高においては最大値，最頻値ともに，傾
斜角と SS 値において最頻値が三都市の中で最も大きかっ
た．比較的標高の高い箇所まで緑地が存在しており，それ
に伴って傾斜角も急なところに多く存在していると考え
られる． 
長崎市では，起伏量において最大値，最頻値ともに三都
市の中で最も大きくなっていた．また，SS値の最大値，最
頻値が最も小さく他都市の約半分の値にまでしか緑地が
存在していないことが明らかになった．そのため長崎市の
緑地の特徴としては起伏が大きく， 比較的平坦な箇所に
緑地が多く存在していると考えられる． 
市街化区域内に存在する緑地に関しては，横須賀市では標
高において最頻値，傾斜角と SS 値において最大値が三都
市の中で最も大きくなっていた．農地除外した場合と比べ
て，値があまり変わらないことから，横須賀市では市街化
区域内の緑地も同様の特徴があり，標高による高低差はあ
まりないものの，傾斜の急なところまで緑地が存在してい
ると考えられる． 
下関市では，農地除外と異なり標高が 180ｍと低くなっ
面積(km2) 緑被率 前年差 前々年差
1993 40.77 42.84% － －
2000 43.91 46.14% 3.30% －
2006 40.68 42.74% -3.40% -0.09%
1987 114.05 67.87% － －
2001 104.66 62.28% -5.58% －
2005 103.66 61.69% -0.60% -6.18%
1993 99.69 62.95% － －
2001 101.26 63.94% 0.99% －
2007 92.05 58.12% -5.82% -4.82%
長崎市
都市名 年度
緑地（農地除外）
横須賀市
下関市
面積(km2) 緑被率 前年差 全前年差
1993 17.37 26.2% － －
2000 18.30 27.6% 1.41% －
2006 15.99 24.2% -3.48% -2.07%
1987 13.51 24.0% － －
2001 6.74 12.0% -12.01% －
2005 7.02 12.4% 0.49% -11.52%
1993 17.51 26.9% － －
2001 18.90 29.0% 2.12% －
2007 13.00 19.9% -9.05% -6.92%
都市 年
緑地（市街化区域内）
長崎
横須賀
下関
都市名
面積(km2) 1993 2000 2006 1987 2001 2005 1993 2001 2007
0.1 946 1362 956 1156 933 759 1193 1614 1006
0.2 14 21 13 14 9 12 18 19 17
0.3 7 5 7 4 1 4 9 4 5
0.4 4 5 5 2 1 1 5 3 1
0.5 0 2 2 6 0 0 2 4 3
0.6 1 3 1 1 1 0 2 5 1
0.7 1 1 2 0 0 0 0 0 1
0.8 1 0 0 0 0 0 0 0 0
0.9 2 1 1 1 2 1
1 1
1～ 1
下関 長崎横須賀
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 ていた．また，傾斜角における最頻値，起伏量における最 
 
図 3 抽出した緑地と標高との重ね合わせ（横須賀） 
 
 
図 4 抽出した緑地と標高との重ね合わせ（下関士） 
 
 
図 5 抽出した緑地と標高との重ね合わせ（長崎市） 
 
図 6 横須賀市における標高別緑地面積割合の分布 
 
表 8 地形パラメータ別緑地割合の最大値と最頻値 
 
 
大値，最頻値ともに値が三都市の中で最も小さかった．そ
のため，市街化区域内では比較的緩やかで，起伏が少ない
箇所に緑地が多く存在していると考えられる． 
長崎市では，横須賀市と同様で農業地域を除外した場合
と同じ特徴があった．起伏量において最大値，最頻値とも
に三都市の中で最も大きくなっており，起伏が大きい箇所
に緑地が多く存在していると考えられる．また，長崎市の
緑地は他都市と比べて，市街化区域内では標高が高い箇所
まで存在しており，傾斜角も若干急な箇所に多いと考えら
れる． 
傾斜方向のみを見てみると，農地を除外した場合では，
横須賀は南東，下関と長崎では西向きの傾斜地に緑地が最
も多かった．市街化区域内ではすべての都市で異なり，横
須賀は東，下関は南東，長崎は南西向きの傾斜地に緑地が
多く存在していたことが明らかになった．傾斜方向は山な
どの後背地が存在する位置によって大きく影響されると
考えられる． 
全都市から，農地を除外していた場合には値が異なって
いたものの，市街化区域内では標高が 30～40ｍに緩やかな
傾斜である箇所に緑地が多く存在していた．起伏量，曲率，
SS 値に関しては，農地を除外した場合と市街化区域との
違いはあまり見られなかった． 
b）緑地の増減箇所における地形的条件の変化 
抽出した緑地の増減箇所と各地形パラメータとを重ね
合わせることでどのような地形的条件のある緑地が増加，
もしくは減少しているのかを把握する． 
横須賀 下関 長崎 横須賀 下関 長崎
最大値 240 720 590 140 180 260
60 220 60 40 30 30
30.92% 2.79% 3.31% 6.44% 1.16% 1.46%
最大値 70 70 70 70 60 50
20 30 20 10 10 20
23.35% 35.05% 38.99% 11.51% 2.50% 6.69%
南東 西 西 東 南東 南西
14.27% 14.77% 14.60% 5.43% 1.08% 2.75%
最大値 70 80 250 70 60 190
30 30 100 30 20 80
30.91% 36.08% 11.40% 13.14% 2.89% 1.96%
+
(凹型)
+
(凹型)
0
+
(凹型)
0 0
39.06% 36.16% 42.24% 15.66% 4.02% 6.91%
最大値 90 80 40 90 70 40
20 20 10 10 10 10
23.20% 32.16% 78.54% 8.22% 2.87% 10.77%
市街化区域内
最頻値
最頻値
最頻値
最頻値
SS値
曲率 最頻値
最頻値
標高
起伏量
方向
傾斜角
農地除外
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 図7に例として各都市の農業地域を除外した場合におけ
る傾斜角と緑地の増減割合を示した．しかし，a）と同様で
特徴を把握する事が困難であったため，各都市で最も緑地
割合が増加，もしくは減少していた地形パラメータ毎の値
とその緑地割合を抽出し，表 9にまとめた． 
 全都市で標高，傾斜角，SS 値に関しては 10 から 20 と
いった比較的小さい値で緑地割合が最も増減していた．起
伏量に関しては長崎のみ 70ｍとなっており，他都市よりも
大きな値で緑地割合が最も増減していた．農地を除外した
場合と市街化区域内であまり違いは見られず，標高が低く，
傾斜が緩やかで平坦と感じられる箇所で最も緑地割合が
増加，減少していることが明らかになった． 
 
 
図 7 農地除外した場合の傾斜角と緑地の増減割合 
 
表 9 地形パラメータ別最大の増減と割合 
 
６． 結論 
 本研究は，地形的に特徴のある斜面都市と呼ばれる横須
賀市，下関市，長崎市を対象として，地形的条件から都市
内緑地の特徴を把握するために，3 つの年の衛星画像を用
いて緑地の変遷を，DEM データを用いた地形パラメータ
との重ね合わせを行った． 
5章の（1）では各都市の緑被率の算出を行い，農業地域
を除外した場合と市街化区域内の両方において減少傾向
が見られた．しかし，緑地の増加・減少の把握に留まって
おり，土地利用変化などについては資料の不足等から議論
が行われていない．緑地がどのような用途に転換したかを
把握する事で，より詳細な緑地の変遷を把握する事が重要
であると考えられる． 
（2）では緑地と地形パラメータの重ね合わせから，各都
市において地形的条件からみた緑地の「どの箇所に最も多
く」「どのような箇所まで」といった特徴をとらえた．起
伏や傾斜が急な箇所に存在する緑地は，防災や斜面の安定
化を図るといった機能を考慮する事ができる．そのよう地 
 
形的特徴を持った緑地の有無や多さによって各都市にお
いて条例や都市緑地保全法などの適用といった取り組み
に繋げることができると考えられる．そうような点から，
本研究で得た知見は意義深いものである． 
本研究の課題としては，画像及び数値データから斜面都
市における緑地の特徴を捉えたものの，その増加や減少に
関する要因の解明までは至らなかった．そのため，今後は
緑地に関する法律，制度等や歴史的な側面からも属性を把
握し，要因を探ることでさらなる資料として活用すること
が期待できる． 
また，緑地の増減個所においては各都市地形パラメータ
別に最も大きく変化（増加，減少）していたものを把握で
きたものの特徴に関しては有意な結果は得ることができ
なかった．1990年以前の緑地データや対象都市といったサ
ンプルを増やすことで，資料を蓄積し，斜面地における緑
地の共通点などを捉えることで，各都市間で似た地形的条
件を持った緑地に関しての整備方法や取り組みを共有す
ることができると考えられる． 
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最大 増加 減少 増加 減少 増加 減少 増加 減少 増加 減少 増加 減少
10 10 10 10 10 10 10 10 20 30 10 10
2.3% -2.1% 0.2% -2.8% 0.8% -1.7% 2.1% -1.9% 0.1% -1.3% 0.4% -0.8%
10 10 20 10 20 20 10 10 20 10 20 20
4.8% -6.3% 0.5% -6.2% 1.0% -4.3% 1.4% -4.3% 0.1% -4.3% 1.0% -3.1%
南 南 西 西 西 北西 南 南 北西 西 西 北西
2.2% -1.7% 0.2% -2.1% 0.4% -1.7% 0.9% -1.1% 0.1% -1.1% 0.3% -1.0%
10 10 20 10 70 70 10 10 20 10 70 70
5.4% -6.3% 0.5% -6.5% 0.2% -1.3% 2.0% -4.2% 0.2% -4.5% 0.2% -1.0%
0 0 0 0 凸(-) 0 0 0 凹(＋) 0 凸(-) 0
3.9% -4.3% 0.5% -7.1% 0.7% -5.2% 1.3% -3.0% 0.1% -4.9% 0.5% -3.6%
10 10 10 10 10 10 10 10 20 10 10 10
3.9% -4.2% 0.3% -5.7% 1.0% -7.4% 2.0% -2.8% 0.1% -3.9% 1.0% -5.1%
SS値
標高
傾斜角
方向
起伏量
曲率
農地除外 市街化区域内
横須賀 下関 長崎 横須賀 下関 長崎
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